


























































































































































































































































































































































































































































































































































13）Kazuko Tsurumi “Social Change and the individual : Japan before and after defeat in World War Ⅱ” Princeton
Univ. Press, 1970. の第6章（京都文教大学人間学研究所紀要『人間学研究』第8号、2008年、に訳出さ
れている）には、両者の関係について、萌芽的記述がある。
14）『展望』1951年6月号座談会「『少年期』と『山びこ学校』」での宗像発言。
馬場四郎「『山びこ』のこころ─『無着成恭佐藤藤三郎対談』によせて─」『朝日ジャーナル』1960
年4月17日号　
15）大田堯編著『農村のサークル活動』（1956年農文協）も参照のこと
16）座談会（斉藤喜博・無着成恭・遠山啓・村松喬）「戦後教育の森総点検」（初出『望星』71年6・7月
合併号）；所収、教育証言の会編『昭和教育史の証言』1976年8月、山脈出版の会　210頁
17）無着成恭「生活綴方と歴史との関係─書評・鶴見和子『父と母の歴史』─」『作文と教育』1962年6
月号　63頁
18）無着成恭「『山びこ学校』がでる前のこと─はじめて教師になった年─」『作文と教育』1959年1月号
35頁
19）無着成恭　同上論文36頁　
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20）国分一太郎「解説」『定本・新版　山びこ学校』1956年　百合出版　303頁
21）宮坂哲文「当面の道徳教育問題─生活指導と道徳教育についての再論─」『教育』1958年8月号など
22）小川利夫「新教育の展開と変容」（『教育全集』第三巻、小学館、1968年）『小川利夫社会教育論集』
第7巻　2001年　310頁。また同論集第7巻の515頁、第4巻の404頁以下など参照
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022
「山びこ学校」と戦後教育学　序説◎奥平康照
